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１．はじめに 

 国内の中小河川の多くが，両岸に護岸を設置した単断面河道として改修されており，自然河道に比べて幅

水深比が小さく整備された結果として，河床の平坦化や河床低下が進行した河川が多く確認されている 1)．

これらの変化は，生物の物理的生息環境の単調化のみならず，河道内における洪水時の流れからの避難場所

の消失にもつながっていることが指摘できる．とくに，河床勾配が比較的大きい扇状地区間の河道では，中

小規模の出水時においても高流速が発生することから，水生生物の避難場所の重要性はより高いと考えられ

る．扇状地の礫床河川においては，河床形状や河床環境が有する生息場所，流れ避難場所としての生態的機

能の重要性が指摘されているものの，平坦化・単調化した中小河川におけるこれらの回復手段についての水

理学的知見は少ない．ここでは，島根県神戸川において直線河道になった河川を対象に，石組み帯工を設置

したことによって流況改善した事例を紹介する． 

 

２．神戸川で実施した石組み帯工設置の事例 

 神戸川は斐伊川の主要な支川であり，かつて，アユ，ウナギ，モクズガニ，ハゼなど多様な水生生物が棲息

していた河川であったが，平成 18 年の洪水氾濫を受けて，写真 1に示すように，河道を掘削し，河川勾配が

1/200前後の直線河道として整備された．この結果，流れが単調となり，多様な水生生物の棲息・産卵・移動・

避難環境が困難な状態になっていた．写真 2に示されるように，2019年 6月 25日に 1 m内外の巨礫を石組み

し帯工（空積み状態）として整備された．このことによって，平水時の水際の流れを静穏な流れにし，平水時

においても半潜り状態の流れとなっている（写真 3）．また，水表面に平瀬でみられる流れが形成され，底面近

くでは 40 cm/s以下の静穏な流れが広範囲に形成される．洪水時には流れを中央に集中させ，主流を水面に向

かって上昇させている．また，2019 年 8 月 29日に台風に伴う出水によって，水位が 1.5 mまで上昇した．2020

年 3 月の現地確認より，写真 4に示されるように，石組み帯工の状態は安定し，河床近くの流れが帯工整備前

に比べて緩和され，上流側から掃流されてきた砂礫が帯工設置区間を中心に点在していることを確認した． 

 

  

写真 1 神戸川で直線河道された状態     写真 2 石組み帯工で直線河道を改善した状態 
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写真 3 石組み帯工を設置したことによる多様な流れの流況 

  

写真 4 石組み帯工周辺の増水時（左側の写真）および小規模の洪水時（右側の写真）の流況 

  

写真 5 石組み帯工前後で確認した河床の状態と掃流された砂礫のサンプル 

 

写真 5に示されるように，石組み帯工下流側では砂礫（2 ㎜径から 100 ㎜径の浮石）が堆積するようになり，

浮石の堆積が形成されるようになった．また，整備後は多様な水生生物が生息するようになり，釣り客が増え，

体長の大きいアユ，ウナギなど様々な魚種を釣り上げている．なお，河床ではトビゲラなど様々な水生昆虫の

棲息が確認できている． 

 

３．まとめ 

 治水主体に河道を直線化された箇所の改善の可能性が蛇行河川の復元以外には，選択肢がなく，水生生物の

棲息環境とのバランスが困難とされていた状態において巨礫を用いた石組み帯工を設置したことによって棲

息環境・産卵環境・避難環境の復元を神戸川で可能とした．今後，石組み帯工の安定性および棲息状況の経過

観察をする． 
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